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前略

　弊社出版物「令和２版 自動車検査ハンドブック」におきまして、誤りがございました。お詫びする

とともに、下記の通り訂正をお願い申し上げます。

　なお、２枚目については点線で切り取り、P200 及び P201 については該当ページ全面、P326 及び

P653 については該当箇所に直接貼付することができるものとなっています。

記

誤 正（太字が訂正箇所）

P200　突入防止装置タイプⅥの地上からの高さ

400mm以下（※１）

450mm以下（※２）

50mm以上

100mm以下

100mm以上

附属物

※１：車体後面からの突出量が50mm以上のフック、ヒンジ等の附属物を

　　　有する自動車にあっては当該附属物の後端から前方50mmからの水

　　　平距離となる。

400mm以下

50mm

　　　また、コンテナを専用に積載するための緊締装置を有する被牽引

　　　自動車（荷台が傾斜するものを除く）にあっては200mm以下。

※２：油圧・空気圧式、油圧式もしくは空気圧式の緩衝装置または自動

　　　車高調節装置を備えていない自動車は地上500mm以下。

　　　なお、次のいずれかに該当する自動車は､地上550mm以下。

　　　▪最後部の車軸中心から突入防止装置の平面部までの水平距離が

　　　　2,550mm （油圧・空気圧式、油圧式もしくは空気圧式の緩衝装

　　　　置または自動車高調節装置を備えていない自動車は2,260mm） 

　　　　を超えるもの

　　　▪コンクリート・ミキサー車

　　　▪ダンプ車

　　　▪２以上の車軸に動力を伝達することができる動力伝達装置を備

　　　　える自動車

　　　▪突入防止装置を備えることにより本来の性能を損なうこととな

　　　　る特殊な装備を有する自動車及び特殊な装備を装着するために

　　　　突入防止装置を装着することが困難な自動車

400mm以下（※１）

550mm以下

50mm以上

100mm以下

100mm以上

附属物

※１：車体後面からの突出量が50mm以上のフック、ヒンジ等の附属物を

　　　有する自動車にあっては当該附属物の後端から前方50mmからの水

　　　平距離となる。

400mm以下

50mm

　　　また、コンテナを専用に積載するための緊締装置を有する被牽引

　　　自動車（荷台が傾斜するものを除く）にあっては200mm以下。

▪イラスト下部注釈「※２」は不要

P201　突入防止装置タイプⅦの地上からの高さ

400mm以下（※１）

450mm以下（※２）

50mm以上

100mm以下

附属物

※１：車体後面からの突出量が50mm以上のフック、ヒンジ等の附属物を

　　　有する自動車にあっては当該附属物の後端から前方50mmからの水

　　　平距離となる。

400mm以下

50mm

　　　また、コンテナを専用に積載するための緊締装置を有する被牽引

　　　自動車（荷台が傾斜するものを除く）にあっては200mm以下。

※２：油圧・空気圧式、油圧式もしくは空気圧式の緩衝装置または自動

　　　車高調節装置を備えていない自動車は地上500mm以下。

　　　なお、次のいずれかに該当する自動車は､地上550mm以下。

　　　▪最後部の車軸中心から突入防止装置の平面部までの水平距離が

　　　　2,550mm （油圧・空気圧式、油圧式もしくは空気圧式の緩衝装

　　　　置または自動車高調節装置を備えていない自動車は2,260mm） 

　　　　を超えるもの

　　　▪コンクリート・ミキサー車

　　　▪ダンプ車

　　　▪２以上の車軸に動力を伝達することができる動力伝達装置を備

　　　　える自動車

　　　▪突入防止装置を備えることにより本来の性能を損なうこととな

　　　　る特殊な装備を有する自動車及び特殊な装備を装着するために

　　　　突入防止装置を装着することが困難な自動車

400mm以下（※１）

550mm以下

50mm以上

100mm以下

附属物

※１：車体後面からの突出量が50mm以上のフック、ヒンジ等の附属物を

　　　有する自動車にあっては当該附属物の後端から前方50mmからの水

　　　平距離となる。

400mm以下

50mm

　　　また、コンテナを専用に積載するための緊締装置を有する被牽引

　　　自動車（荷台が傾斜するものを除く）にあっては200mm以下

▪イラスト下部注釈「※２」は不要

P326　上から７行目「★参考：プリウス ZVW30 の例（編集部）」

★�参考：プリウスＺＶＷ30の例（編集部）

　 最高出力時の回転数が5200min－１であるプリウス

ZVW30型の近接排気騒音を測定する場合、5200

×75％＝3900min－１程度に数秒間保持する必要が

ある。また、排出ガスの測定時には整備モードで

行うことと指定されている。しかし、整備モード

時には過回転防止装置が2500min－１で働くため、

2375min－１に数秒間保持した後、近接排気騒音の

最大値を測定することになる。

★�参考：プリウスＺＶＷ30の例（編集部）

　 整備モード時に、2,500min－１で過回転防止装置が

働くプリウスZVW30型の近接排気騒音を測定する

場合、その数値の＋０、－50min－１(rpm）を使用

することとなる。

　 つまり、2,450～2,500min－１(rpm）における、近接

排気騒音の最大値を測定することになる。

P653　項目 14「保適が交付できる中古新規＆予備検査」表中最下欄

構造等が変更されているもの（乗車定

員10人以下の乗用自動車については自

家用⇔事業用の変更を除く）

× × ×

構造等が変更されているもの（乗車定

員11人以上の乗用自動車以外
については自家用⇔事業用の変更を除

く）

× × ×



［第18条の２／８－34　突入防止装置］

タイプⅥの規定

400mm以下（※１）

550mm以下

50mm以上

100mm以下

100mm以上

附属物

※１：車体後面からの突出量が50mm以上のフック、ヒンジ等の附属物を

　　　有する自動車にあっては当該附属物の後端から前方50mmからの水

　　　平距離となる。

400mm以下

50mm

　　　また、コンテナを専用に積載するための緊締装置を有する被牽引

　　　自動車（荷台が傾斜するものを除く）にあっては200mm以下。

200

［第18条の２／８－34　突入防止装置］

タイプⅦの規定

400mm以下（※１）

550mm以下

50mm以上

100mm以下

附属物

※１：車体後面からの突出量が50mm以上のフック、ヒンジ等の附属物を

　　　有する自動車にあっては当該附属物の後端から前方50mmからの水

　　　平距離となる。

400mm以下

50mm

　　　また、コンテナを専用に積載するための緊締装置を有する被牽引

　　　自動車（荷台が傾斜するものを除く）にあっては200mm以下

201

★�参考：プリウスＺＶＷ30の例（編集部）

　 整備モード時に、2,500min－１で過回転防止装置が働くプリウ

スZVW30型の近接排気騒音を測定する場合、その数値の＋０、

－50min－１(rpm）を使用することとなる。

　 つまり、2,450～2,500min－１(rpm）における、近接排気騒音の

最大値を測定することになる。

14 保適が交付できる中古新規＆予備検査

△

車両法第94条の５。

〔中古新規検査及び予備検査〕

検査の種類
保適の
交付

適合標
章交付

提示の
省略

構造等が
変更され
ていない
もの

① 乗車定員10人以下の乗用
自動車（幼児専用車を除く）

② 最大積載量１トン以下で車
体形状「バン」又は「三輪
バン」の小型貨物自動車

③軽自動車
④二輪自動車

○ × ○

上記以外の自動車 ○ × ×

構造等が変更されているもの（乗車定
員11人以上の乗用自動車以外について
は自家用⇔事業用の変更を除く）

× × ×


